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本県では近年交通体系の整備をはじめとする地域開発が進行して

おります。それに伴い、埋蔵文化財の保存が危倶されておりますが、

その保護行政の基礎となるのが遺跡分布調査、遺跡範囲確認調査で

あります。

本報告書は、昭和61年度国庫補助事業として実施した、農免農道

整備事業(比内町〉の遺跡分布調査と、能代開拓建設事業(能代市)、

国道ノてイパス建設事業(西仙北町 e大館市@能代市 e二ツ井町入

国道改良事業(鹿角市入東北横断自動車道秋田線建設事業(大森

町)、農免農道整備事業(比内町)の遺跡範囲確認調査の結果をま

とめたものです。これらの遺跡は、具体的iζ開発事業が計画されて

いる区域内にあるため、埋蔵文化財保護の立場で早急に対処したい

と考えております。

最後になりましたが、乙れらの調査にど協力いただきました関係

各機関に厚く御礼を申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保

護についてど協力下さいますようお願い申し上げます。

昭和62年3月31日

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長



例

1.本書は、昭和61年度lζ秋田県教育委員会が国庫補助を得て実施した、遺跡分布調査と

遺跡範囲確認調査の報告書である。

2.本書lζ掲載の遺跡分布調査 e遺跡範囲確認調査は、秋田県教育庁文化課と秋田県埋蔵

文化財センターの職員が担当した。報文は各担当者が作成したものをそのまま掲載した

もので、編集は秋田県埋蔵文化財センターが行った。なお、味噌内地区農免農道整備事

業iζ係る横沢遺跡については、比内町教育委員会が行った範回確認調査(担当者は大館

市田村栄氏、比内町出嶋雄蔵氏)の結果を参考にした口

3. 昭和59年度から実施している市町村単位の遺跡分布調査は、本年度、河辺郡と由利郡

内の12カ町で行われた口その成果は後B遺跡分布地図として刊行の予定であるため、

本書には収録しなかった。

4.範囲確認調査のうち、笹原台遺跡、小沢遺跡、大巻野遺跡は調査の結果遺構その他を

確認できず、本報告から除外した。

5.報告に使用した地図は、建設省思土地理続発行の 5万分の l地形図、東北建設局能代

工事事務所、向湯沢工事事務所、東北農政局能代開拓建設事業所、日本道路公団仙台建

設局横手工事事務所、同秋田工事事務所、秋田県土木部北秋田土木事務所、同鹿角土木

事務所作成の1000分の lの地図、及び秋田県農政部北秋田農林事務所作成の500分の l

の地図である。
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第 1章はじめに

国庫補助を得て実施した昭和61年度の遺跡詳細分布調査は、味噌内地区農免農道整備事業lζ

係る遺跡分布調査と、同事業及び能代開拓建設事業、一般国道13号刈和野バイパス改築事業、

国道103号線バイパス建設事業、国道282号線改良工事、一般国道7号改築工事(八竜能代道路・

二ツ井バイパス)、東北横断自動車道秋田線建設事業に係る16遺跡の範囲確認調査である。こ

れらの調査は既に策定しである調査実施要項に基づいて秋田県教育庁文化課、秋田県埋蔵文化

財センタ-職員等が昭和61年 4月から周年12月にかけて実施したものである。

第2章 昭和61年度遺跡分布@範囲確認調査実施要項

第 1節遺跡分布調査

1 .調査の目的

開発予定地域内を踏査して遺跡の有無を確認し、遺跡、の保護策を講ずる口

2. 調査の方法

(1) 計岡地域の範囲内で遺物の表面採集及び試掘調査を実施して、遺跡の所在を確認する。

(2) 調査の期間はおおむね 1~ 5日間とし、地元の人々の遺跡についての情報を活用する。

(3) 確認された遺跡を地図へ記入するなどの記録は、必ず現場で行う。

(4) 遺跡の現況・遠景は必ず写真撮影をする。同時に遺跡に至る経路@目標を詳しく

記録し、はじめての人でも迷わず現場に到着できるようにするD

(5) 散布している遺物と立地を手がかりに、できるだけ遺跡の時代や性格を判定する

ょう努力する。

(6) 使用する地図は 5万分の l地形図と、開発部局で作成した図面とする口

3. 調査主体者

秋田県教育委員会



4.調査担当者
秋田県教育庁文化諜 学芸主事 冨樫泰時

5.事業名 ・調査対象地域 ・確認遺跡

事業名及び調査対象地域 調査期間及び期日 確 認 遺 跡

味噌内地区農免農道整備 昭和61年5月15日-16日 横沢遺跡、袖沢遺跡、 大
事業
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第 2節 遺跡範囲確認調査

1 .調査の目的

開発事業計画に係る遺跡の範囲確認調査を実施して埋蔵文化財の保護と保存を図る。

i 調査方法

(1) 遺跡の広がり、埋没の度合い、時代とその性格を知るために、当該地域で遺物の表

面採集及び、小規模の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行う。

(2) 調査の期間をおおむね2--12日間とし、その期間内Kできるかき、り面的に発掘調査

を広げて遺構の確認iζ努める。

(3) 確認された遺構 e遺物、堆積土の厚さ、遺物包含層などの記録は現場で行う。その

際遺跡の全景と発掘調査状況、確認された遺構@遺物などは必ず写真撮影する。

(4) 使用する地形図は開発部局で作成した一番大きな縮尺図面とし、新規に測量などは

行わない。

(5) 遺跡の立地条件などに即した適切な調査をする。

ふ調査主体者

秋田県教育委員会

ι 調査担当者
秋田県教育庁文化諜 学芸主事 冨樫泰時

秋田県埋蔵文化財センター 学芸主事 熊谷太郎

学芸主事 谷地薫

文化財主事柴田陽一郎

文化財主事見玉

文化財主事小林

秋田県立博物館 学芸主任 庄内昭男

3 -



5. 事業名@調査対象遺跡@調査期間ほか

名 遺跡名(遺跡目0.)及び所在地 調 期間 描

味噌内地区農免震道 横沢遺跡ひと内町) 昭和61年 4月6日、 9日 比内町教委指査
整備事業 昭和61年10月29日

能代開拓建設事業 此掛沢臨遺跡(能代市) 昭和61年 5月6日

船沢遺跡(能代市)
----5月31B 

一般国道13号メiJ和野 笹原台遺跡(西仙北町) 昭和61年 5月12日 調査区内は遺跡

バイパス改築事業 ---5月15日、 11月18日 と認定できず

寄騎館遺跡(協和田J)

上ノ山E遺跡(大館市)
(No. 1 ) 

国道103号線パイパ 上ノ山 I遺跡(大館市)

CNo. 2 ) 

昭和61年 6月9日

ス建設事業 餌釣遺跡(大館市) ---6月18日
(No.4 ) 

山王岱遺跡(大館市)

(No. 5 ) 

国道282号線改良工 玉内遺跡、(鹿角市) 昭和61年 8月4日

|事 ---8月7日

一般国道7号改築工 十二林遺跡(能代市) 昭和61年 9月24日

|事(八竜能代道路) 石了遺跡(能代市) ~10月 1 日

下回遺跡(大森町)

東北横断自動車道 (No.1 0) 

小沢遺跡(南外村) 昭和61年11月4Fl 調査区内は遺跡

秋田線建設事業 (No.22) ----11月29日 と認定できず

大巻野遺跡(西仙北町) 調査区内は遺跡

(No.27) と認定できず

一般国道7号改築工 竜毛沢館跡(二ツ井町) 昭和61年12月8日

|事一ッ井バイパス) ~12月 13 日

4 



第3章調査の記録

第 1節遺跡分布調査

味噌内地区農免農道整備事業

1 調査期自

2. 調査担当者

j 礎認遺跡

昭和61年 5 月 15 日 ~16 日

富樫泰時

味噌内地区農免農道整備事業は、北秋田郡比内町・の中心地鼠出の南東約2kmlrある

味噌内集落から宿内を通って、国道285号線の近くまで達する総延長1.6krnの農道整備

事業である。現在の道路は幅 2m~背後と狭く、カーブの多い農道であるロそれを道路

幅8mir拡幅し、一部の付け替えを行うものである。

ζの計画路線の周辺に大岱@横沢@袖沢の 3遺跡が存在し、 ζれらの遺跡が工事区

内にかかるか否か、また新たに遺跡が存在しなし功〉否かを確認する調査を実施したの

である。調査の結果、新しい遺跡は確認されず前記した 3遺跡の一部が工事にかかる

ことがわかった。

遺跡は米代打|の支流犀川の右岸に発達した標高75m前後の台地の端にある。 3遺跡

は、北から大岱@横沢@袖沢のI1頃lζ小さな沢を隔てて存在している。

(1 )大岱遺跡 北秋田郡比内町扇田字大岱19他

縄文時代前期@平安時代の遺跡、である。遺跡は西側にのびた台地の南西端にある。

現況は畑地で、現在の農道は遺跡、の西端傾斜地を切って走っている口縄文時代前期の

土器片 e平安時代の土師器片が少量表面採集できた。一部試掘調査を実施したが遺構

は確認されず、立合い調査を実施する程度でよいと考えられる口

(2)横沢遺跡 北秋田郡比内町問団字横沢6他

縄文時代の土器片@石器、平安時代の土師器、それに竪穴遺構などが確認されてい

る口詳細は10頁参照。 (3)の袖沢遺跡とともに事前発掘調査が必要である。

(3)袖沢遺跡 北秋田郡比内町扇田字池沢44他

縄文時代晩期@平安時代の遺跡である。遺跡は広く、北端は平安時代、その南側は

晩期の遺跡である口破壊される部分は北端で、竪穴遺構が確認されている。

5 -
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機沢遺跡現況 (商'東)
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第 2節 遺跡範囲確認調査

1. 味噌内地区農免農道整備事業

よ乙さわ

横沢遺跡

1. 所在地 北秋田郡比内町扇田字横沢6他

2. 工事区域内遺跡面積 1，390 rrf 

3. 調査期間 昭和61年10月29日

(昭和61年4月6日、 9日、比内町教育委員会調査)

4. 調査担当者 冨樫泰時、谷地薫

5. 遺跡の立地と現況

遺跡は国鉄花輪線扇田駅から南東lζ約2.5km、南東から北西に向かつて張り出す標高75

-80mの台地上にある口台地の西側は米代川の支流摩川によって関析された低地iζ面して

おり、比高差約 5mの急な崖になっている。現況は、畑地及び山林(雑木林)である。

6. 範囲ー時代ー性格

台地全域については遺物の散布状態を把握し、道路取付部分Kついてはトレンチを入れ

て、遺物の包蔵状態及び遺構の確認を行った。各トレンチの状況は次のとおりである口

トレンチ 1 : 深さ約60cmの広範囲な落ち込みを確認。

トレンチ 2 : 深さ約40cmの溝状の落ち込みを確認。

トレンチ 3 : 深さ約40cmの溝状の落ち込みを確認。 トレンチ 2における溝状遺構

と関係がありそうである。

トレンチ-4: 深さ約25cmの方形になりそうな落ち込みを確認口

トレンチ-6: 遺構は確認されず。

トレンチー7: 耕作が火山灰層にまで及び撹乱されている。

トレンチ-8: 地形的K凹地になっている部分である口深さ約107cm以上の円形にな

りそうな落ち込みを確認。

トレンチ 9 : 遺構は確認されず。

トレンチ-10: 周囲は造成された形跡があり火山灰の露出がめだっ。遺構は確認され

ずD

表面採集した遺物は土師器の細片が大部分で、そのほかに、縄文土器片(体部)、石箆、

ハU



横沢遺跡

禁IJ片石器があるが、その量はきわめて少ない。散布は、台地全域i乙及んでいるが、やや西

側に多いようである。

以上のことから本遺跡は 6基以上の土坑や溝等の遺構を伴う、平安時代及び縄文時代の

複合遺跡であることがわかった。

7. 土層

表土は黒褐色土で'10----20cmと薄い。過去に表土が移動された可能性があり、採集された

遺物がきわめて少なかったのも、それが原因である ζ とも考えられる。

第4図横沢遺跡位置国
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償沢遺跡

図

版

4

ラ

、

償沢遺跡土層

• 

機沢遺跡 遺続検出状況 {胤1トレンチ)
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横沢遺跡 遺徳検出状況 (地2トレンチ}

‘ 

機沢遺跡 遺構検出状況 (No.3トレンチ)
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世沢遺跡
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) 

横沢遺跡遺鎗検出状況(>>0.5トレンチ)

• 

横沢遺跡 遺徳倹出状況(制0.8トレンチ)
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• 

横沢遺跡作業状況

No.2 
No.3 

図

版

7

No.5 

績沢遺跡 出土遺物 {地 2、3、5トレンチ及び褒係】
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2. 能代開拓建設事業

此掛沢E遺跡、船沢遺跡は国鉄奥羽本線東能代駅から南西iζ約3.5kmの、能代市浅内i乙所在

する。東経140度 l分、北緯40度9分の位置であるロ米代川河口までは北西方向へ約6.5km、日

本海の汀線までは西へ約4.0kmの距離がある。雨遺跡は米代川左岸の同一台地上にあって隣接

し、地形はほぼ平坦で、標高は50--51mで、ある。乙の台地は成合台地と呼ばれ、東の鵜川川低

地と西の浅内海岸低地に挟まれている。

両遺跡と西の浅内集落との間の同一台地上には、此掛沢 1• II遺跡、上の山E遺跡があり、

能代開拓建設事業iζ先立ち、昭和58・60年度に部分的ながら発掘謂査が行われた。なお、今

回の遺跡範囲確認調査対象地域内の試掘面積は延べ405niである。

ζのかけざわ

此掛沢彊遺跡

1. 所在地 能代市浅内字此掛沢5-4他

2. 工事区域内遺跡面積 20， 960ni 

3. 調査期間 昭和61年5月6日--5月31日

4聞調査担当者 柴田陽一郎、児玉準

5. 遺跡の立地と現況

遺跡は台地の縁辺部に位置し、遺跡地内は平坦であるが、南西部は開析された深い谷が

入り込み、比高差20mほどの急斜面となる。現況は松林と原野である。

6. 範囲・時代・性格

遺構は、南西端、北西端、中央部南寄り、南端、東端で溝5条が第H層上面i乙て確認さ

れた。その規模は、南西端のものが、幅60cm、深さ40cmで、南から北へのびる口中央部南

寄りのものは、幅1.30mと広く、深さ35cmで=南から北にのびる。また、東端のものは、 i幅@

深さとも30cmで、南東から北西iζのびる。

遺物は、縄文時代前期の深鉢形土器の{也、石槍、磨石などの石器や、径3cmの黒曜石の

原石が出土した。平安時代のものとして、両端が折損している砥石が出土した。|幅4.5cm、

厚さ1.Ocm、現存部の長さ8.Ocmで、ある。したがって、本遺跡は縄文時代と平安時代の複合

遺跡と考えられる。

7. 土層

中央部の平坦面は、第 I層(表土)が黒色土で=層厚15cm、第百層(遺物包含層)が黒褐

色土で、層厚20cm、第困層(漸移層)の暗褐色土は10cmで地山となる口南西部の斜面寄りの

- 18-



地層は地山までの深さが100cmほどの場所もある。

ふなぎわ

船沢遺跡

1 所在地 能代市浅内字船沢73-113他

2. 工事長主主室内遺跡扇護 団，400ni 

3. 調査期間 昭和61年5月6日----5月31日

4. 調査担当者 柴田陽一郎、児玉準

5. 遺跡の立地と現況

遺跡は台地の縁辺部に位置する。遺跡地内は南東から北西にかけて緩やかな斜面で、北

西の縁辺部付近はやや急である。北、北東、南西部には関析された谷が入り込み、比高差

23m前後の急斜面となる。現況は松林と原野である。

6. 範盟毎時代 e性格

遺構は北端、仁ド央部北端寄り、北西端で焼土遺構3基が第豆島上面i乙て確認された。そ

の規模は中央部北端寄りのものが径40c皿、!享さ20cmで=ある。北西端のものは径25c皿、厚さ

7 cmと薄い。乙の場所と、北端の焼土遺構から、平安時代の土師器護が出土した。

遺物は土師器の他iζ縄文時代後期の深鉢形土器も出土している口したがって本遺跡は縄

文時代と平安時代の複合遺跡と考えられる。

7. 土層

中央部の平坦面は、第 I層(表土)が暗褐色土で、層厚20cm、第E層(上部が遺物包含層)

が褐色土で層厚20cmほどで地山となる。北東の縁辺部付近では第 I層が暗補色砂質土とな

り、層厚は20'"-'100cmで、場所によってばらつきがある。

Q
U
 



能代開拓建設事業

; 0口om
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第8図 能代開拓建設事業内遺跡位霊図
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此儀沢田遺跡
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版

8

此餅沢皿遺跡現況 (東砂西)

、

.‘ 

此鑓沢皿遺跡現況 {東'西〉
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此掛沢田轟E事

図
版
川
町

批鱒沢皿遺跡土層

此祖母沢E遺跡 出土溜物 〈土器}
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• 

此様沢田遺跡出土iI物 {石器〉
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I}I(連勝
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船沢遺跡現況(耳u.西)

• 

船沢遺跡土層 {マ印が幾土)
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船沢遺跡
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版

泊

船沢遺跡 土膚(マが幾土}

‘ . 

船沢遺跡出土遺物

一o 5cm 

-27ー



3. 一般国道13号刈和野バイパス改築事業

よりきだて

寄騎館遺跡

1. 所在地 1!1J北郡協和町i峰吉川字芦沢通29他

2. 工事区域内遺跡面積 550 rrf 

3. 調査期間 昭和60年 5 月 12 日 ~5 月 15 日、 11 月 18 日

4. 範囲確認調査発掘面積 82 rrf 

5. 調査担当者 児玉準

6. 遺跡の立地と現況

遺跡は協和田Iと西仙北町の境界付近にあり、北方の山地から連続して延びる標高羽田、

幅70mほどの小さな舌状台地にある口台地の東側に沿って住宅が並び、西側lζは谷状の水

田をはさんで標高30~50mの山地がある。現況は畑地で、付近に墓地があり、鎌倉時代の

板碑が 1基現存する。台地下の南側低地lζ中世の寄騎舘がある口

7. 範関・時代・性格

台地上のバイパス建設予定地内lζl幅1mのトレンチを3本入れ、遺構、遺物の検出、土

層状態の観察にあたった。 Aトレンチ内の東寄り地山面で径4，......， 5mの円形竪穴住居跡と

考えられる遺構を確認した。付近からは大木8a.. 8 b、9式土器、磨製石斧、磨石、石

錘などの遺物が出土した。 Bトレンチでは東端から西へ9mの地点の地山面に住居跡の炉

ないしは焼土遺構と考えられる焼土を検出し、付近には土器片も見られたが、斜面には遺

構、遺物は存在しなかった。 Cトレンチでは遺構は検出されなかったが、平坦面と斜面の

上部で縄文土器と出石が出土した。斜面中央部から下部にかけては遺物は全く出土しなかっ

fこ。

以上の乙とから、調査が必要な範囲は台地上の平坦部550rrfで、縄文時代中期中葉どろ

の遺跡が存在するものと考えられる。また、範囲外であるが、台地南端部から、中世陶器

が表面採集されており、乙の時代の遺構、遺物の存在も推定される。

8. 土層

平垣部は、各トレンチとも20cmほどの層厚で、黒褐色の耕作土のみである。斜面は段々

畑となっているため、地点によって層厚は異なり、最厚部で、120cmの笛所があるが、平均

すれば50~70cmの耕作土及び黒色土が堆積する口

- 28 



一般国道13号メIJ和野バイパス改築事業
Y - !J アr-ー、J、"-Jに5

第 8図 一般国道13号)(Ij和野バイパス改築事業内遺跡位置図
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寄騎館遺跡
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第 9留 寄騎館遺跡工事ld域内遺跡範
囲図
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寄踊銅靖跡
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寄騎館遺跡還乗 {函'東)

寄軍暗館遺跡近景(陶砂北}
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書締館遺跡
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寄騎舘遺跡作業状況

司量

軍事騎館遺跡 Bトレンチの土崎
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寄時高館遺跡
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4. 国道103号線バイパス建設事業

国道103号線バイパスは、大館市街地の南東にある山館から、市街地西側にある片山までの全

長7，677mの道路である。乙の予定線は山舘から萩野台までは東側の山地から連なる台地上を

通り、萩野台より北西部では市街地を避けて沖積地を通って片山の台地上に通ずるものである。

この路線のうち山館から萩野台に至る聞は、標高70---90cmの段丘縁辺部で、昭和60年度に行

われた分布調査によって7カ所の遺跡が存在する乙とが判明している口今回は ζのうち 4カ所

の遺跡の範囲確認調査を実施した。

かみ やま

上ノ山E遺跡 (No.1 ) 

1刷所在地 大館市山館字上ノ山15他

2. 工事区域内遺跡面積 420nf 

3. 調査期間 昭和61年6月14日

4. 範囲確認調査発掘面積 50nf 

5. 調査担当者 柴田陽一郎、児玉準

6. 遺跡の立地と現況

遺跡は台地の末端部にあり、標高75mほどの緩斜面である。北側は緩斜面、西及び南側

は急斜面で、斜面には杉が植えられている。遺跡地は畑地で、北側には地形図にはほとん

ど現れない細い沢が2本東西に入っている。

7. 範囲・時代・性格

遺構は検出されなかったが、縄文時代晩期の土器が出土した。調査地点東側の畑地は周

知の遺跡であるので、その一部と考えられる。

8. 土層

褐色土(表土)が20cmほどで地山となるが、ナガイモを植えた畑地のみ80cmほどの層厚

である。

かみ やま

上ノ山 I遺跡 (No.2 ) 

1. 所在地 大館市山館字上ノ山56-1他

2. 工事区域内遺跡面積 3，810nf 

3. 調査期間 昭和61年6月16---18日

- 34-



4. 範囲確認調査発掘面積 72 rrf 

5. 謂査担当者 柴田陽一郎、児玉

6. 遺跡の立地と現況

遺跡は東西iζ延びる台地の末端部にあり、乙の台地を南北iζ横切る形でバイパスが計画

されている口調査地点、は標高77........85mで、南半分の平tEt面と、それより一段高い北半分の

緩斜面とに分かれる。ほぼ全面が草地である。

7. 範覇空時代ー性格

縄文時代前期の土器、石器、弥生時代の土器が出土した他、時代不明の円形を呈する土

坑が一基検出された。センター杭に沿って設定したトレンチ内は地山まで'150crnの深さの

落ち込み部分があり、何らかの遺構の存在が考えられる。本遺跡は周知の遺跡である上ノ

山I遺跡の一部であるが、バイパス建設予定地の西側、南側及び北側の一部は土取り

によって破壊を受けており、竪穴住居跡とフラスコ状ピットの断面が北西部法街lζ現れて

いる口

8. 土層

土層の深さは地点によって大きく異なる。北半部の一段高い地点で=は掲色土が20........30crn

堆積するのみであるが、センター杭に沿うラインではNO.14杭の北側で、第 I層褐色土(表

土)が厚さ30crn、第豆層黒色土が厚さ15crn、第盟層黄色浮石混入黒褐色土が厚さ30crnで堆

積し、 NO.14杭南側では地山まで150crn、NO.13杭南側で、は第 I麗25crn、第E層30crn、第盟層

60crnとなる。それぞれ、第H、田層が遺物包含層である。

餌釣遺跡 (No.4 ) 

1. 所在地 大館市餌釣字館27他

2. 工事区域内遺跡面積 2，290rrf 

3. 調査期間 昭和61年 6 月 12~13 日

4. 範囲確認調査発掘面積 195 rrf 

5園調査担当者 柴田鶴一郎、児玉準

丘 遺跡の立地と現j見

遺跡は東西iこ延びる台地の中央部にあり、標高70mほどの平坦面であるが、南北両面は

急斜面である口アカシアなどの山林で、伐採済みの杉の根も多い口

7. 範菌 e時代号性格

遺構は検出されなかったが縄文時代中期の土器、石器、平安時代の土師器、須恵器が出

只
υ
つ
δ



土した口

8. 土層

調査区南半部では第 1I吾褐色土(表土)が厚さ20，......，30cm、第立国黒色ゴ二が10，......，20cmで地

山となる。北半吉I~ ~C は第 1 J謹掲色十ーが20，......，30cm堆積するが第旦層は見られないη

さんのうたい

山王岱遺跡 (No.5) 

工所在地 大館市餌釣字山王岱3他

2圃 工事尽域内遺跡面穣 2'， 880nf 

3. 調査期間 昭和61年6月9日--11日

4. 範圏確認調査発掘面積 252nf 

5掴調査指当者 柴田陽一郎、児玉

8電 遺跡の立地と現況

遺跡は台地の縁辺部から中央部にかけての標高76~78mの平坦聞にあり、畑地として利

用されている口『秋田県の中出城官官』所収の餌釣館の西側にあたる。調査地点中央部は黒

土が広範!聞に削土されているが地山面は残っている。

7. 範菌§持代ー性格

地表からの深さ 1m、地表での 111量7mの空堀と、掘立柱建物跡の柱穴と考えられるピッ

トが3基検出された。遺物は石器の他、回転糸切痕を有する土師器郎!底部、中世陶器が出

土した。このことから、縄文、平安、中世にまたがる遺跡と考えられる口空堀は1000分の

l地形図にも現状が現れており、北西方向に延びているらしい。 r秋田県の中世城館J~乙

示された餌釣館の範囲は日吉神社の周辺で、単郭であるが、今回検出された空堀が餌釣館

の一部であるとすると、餌釣館は複郭で、範囲も拡大されなければならない。また、市道

をはさんだ北側は未買収のために調査ができなかったが、この地域にも遺跡の拡がりが予

想されることから遺跡総面積は今後の範囲確認調査結果を含めて決定される必要がある。

8. 土層

黒土が出IJ土された中央部は黒掲色土が10cmほどで地山となる。他は第 I

H層褐色士JOcmの層j享である。
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餌釣遺跡

第12図 餌釣遺跡工事区域内遺跡範囲図
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山王岱遺跡

¥ 
¥ 

、、、

l

i

-

-
l
i
l
 

i

-

-

l
i
l
 

i

-

-

山ヨミ岱遺跡工事区域内遺跡範関図

40 

第13図

会

i
l
l
 

i

l

-

-

l
i
l
-
-
:
 

1

1

 

1

1

 

l
i
 

l
i
l
i
 

-

-

-

i

1

1

 

ー

!

l
 

i
i
 



上ノ山日遺跡
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よノ山E遺跡遼崇 (構惨北)

‘ . 

よノ山E遺跡近来 {北砕商}
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上ノ山目週跡

上ノ山E過跡 土層

よノ山E遺跡 出土遺物
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上ノ山I週睡
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よノ山 I遺跡遠景 (西静東)

‘ . 

よJ山 I 遺跡現況 {高炉~t)
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上ノ山Ii量的
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上ノ山 1遺跡土銑検出状況
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上ノ山 I遺跡作.状況
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よJ山1..
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よノ山I遺跡出土遺物 (縄文土器)

よノ山 I遺跡 出土遺物 {石器}
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面前適艶
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餌釣量E跡遠鏡 <....北}

o釣遺I!j 作業技況
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間的遺跡
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餌釣遺跡出土遺物
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山王岱竃榔
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山王岱遺跡迎嫌 {開惨北)

山主岱遺跡現況 (~t・-潮)
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山王岱轟詰
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山玄岱遺跡作雛状況
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山玄岱遺跡 主主穴倹出状況
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巾王岱遭畠
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山王岱遺跡箆纏土層断面
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山王岱遺跡 出土遺物
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5. 国道282号線改良工事

玉内遺跡

1. 所在地 鹿角市花輪字玉内54-1、36ーし 38-1

2. 工事区域内遺跡面積 900 rrf 

3. 調査期間 昭和61年 8月4日，.._， 8月7日

4. 範囲確認調査発掘面積 26rrf 

5. 調査担当者 熊谷太郎、小林克

6. 遺跡の立地と現況

遺跡は米代川の東岸に形成された標高180m前後の台地西端部と、斜面途中にみられる

狭い平場の部分である。台地直下には国道282号線が台地に沿って南北に走っている。現

況は台地端部分が笹の生い茂る原野、そ乙から下る斜面及び途中の平場は山林となってお

り、南西側のさらに一段下った平場は現在宅地として利用されている口

7. 範囲・時代・性格

遺物は縄文土器及び土師器である。遺構は焼土、炭化物を多量に含む掘り込み (No.6地

点)と、竪穴状の遺構 (No.4地点)で、前者の場合プランは不明。後者は方形になると思

われ、堆積土は浮石を主体とし、底面付近より土師器が集中して出土した。

以上の乙とから主として縄文時代(晩期)と平安時代の遺跡と考えられる口又、南側の

宅地部分では過去にストンサーク jレが 1基検出され現存している口今回の調査でも乙れに

関連すると思われる縄文晩期の土器片が出土した。

8. 土層

試掘地点のうちNO.4地点周辺は地山面まで160cm、その他は80，.._，120cmで、ある。基本土層

は第 1層が軟質の黒褐色土で第E層は浮石層、第田層は暗褐色土で南側宅地部分では離を

混入する。又、宅地部分のNO.13地点では地表面直下より多量の磯及び河原石がみられ、乙

れらは斜面からの流入と思われるものの他、配石としての可能性も考慮する必要がある。
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国道282号操改良工事
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第14図 国道 282号線改良工事内遺跡位霞図
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王円遺跡

図

版

mm

• 

.、、

ま内遺跡 現況(浅右勇氏宅庭)

玉内遺跡焼土造機検出状況
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玉同遺跡

玉内遺跡浅石勇氏宅環状列石

、
・.

玉内遺跡 出土iI物(縄文士稽 ・土師器)
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6. 一般国道 7号改築工事(八竜能代道路)

じゅうにばやし

十ニ林遺跡

1. 所在地 能代市浅内字十二林93のI他、能代市浅内字蟹子沢43

2. 工事区域先遺跡面積 12，400 rrf 

3.。調査期間 昭和61年9月24日--9月初日、 10月1日

4. 範囲確認調査発掘面積 282 rrf 

5. 調査担当者 谷地薫

6. 遺跡の立地と現況

遺跡は、南北が沢iζよって区切られた東から西に向かつて張り出す舌状台地及び南側の

沢の低地で、工事区域は、その中央部を南北に横断する口台地の北側斜面は斜度約40度、

南側斜面は斜度約35度の急斜面である。

北側の沢の対岸の台地は寒JlII遺跡、南側の沢の対岸の台地は石丁遺跡である。

台地上及び斜面は、濯木や背の高い雑草が生い茂る薮である。その中のいたる所に杉及

び雑木を伐採した後の径20~40cmの切株が残っている。南側の低地部分は元は水田で‘あっ

たが現在は、全面、背の高い雑草花覆われている。

7. 範囲・時代・性格

台地上及び斜面は、 トレンチ 2カ所、坪掘り70カ所の試掘を行った。蟹子沢の低地部

分は、東西及び南北方向ICI隔2m、長さ計50mのトレンチを設定して試掘を行った。

台地上及び斜面では、縄文土器破片、土師器破片、鉄棒が出土した。低地部分では、復

元可能な縄文土器、石器、近世の陶器が出土した口

台地上では土師器を伴う竪穴住居跡15軒以上(うち、カマド部分3基)、土坑7基、

炭焼窯跡l基が検出された口斜面からは溝が2条検出された口低地部分では遺構は検出さ

れなかった口

以上の結果から、本遺跡は縄文時代、平安時代、近世、近代の遺構、遺物が包蔵される

遺跡であり、その中心をなすのは平安時代の製鉄跡を伴う集落跡である。

8. 土層

台地上の平坦部は、第 I層黒ボク土 (20--30cm)、第E層暗褐色土 (5~15cm) 、第困

層褐色粘土の 3層である。第H層は漸移層、第皿層は地山である。遺物は第 I層及び第H

層lζ包含され、遺構は第百層上面で確認される。斜面では、第 I層黒ボク土、第立居褐色

砂崩の 2層である。南北し、ずれの斜面も斜面の上端から下にいくほど第 I層が厚く堆積し

0
0
 

「
円

υ



ている。南側斜面では、第 I層はよ端で:約40cm、下部で、約80cmである。北側斜面では、第

I居は上端で、約20cm、下部で約60cmで:ある。いずれの斜面でも遺物は第 I層に包含され、

遺構は第立層上面で雄認される口

南側の低地では、第 IJ語黒色土(平均20cm、水田の耕作土)、第IU語黒褐灰色砂層(平

均20cm)、褐灰色砂居(平均30cm)で、その下は、青灰色砂層と黒褐灰色泥炭質粘土届の

となっている。また、部分的に、第百層以下の砂層がなくて泥炭が堆積しているとこ

ろもある。遺物は第五層lζ包含される。

乙くちょう

右下遺跡

工 所在地 能代市浅内字石了家上46他

2. 工事区域内遺跡面積 1， 300 rrf 

3. 調査期間 昭和61年 9月27日，._9月30日

ι 範囲確認調査発掘面積 159 rrf 

5. 調査指当者 谷地薫

6. 遺跡の立地と現況

遺跡は、東から西iと張り出す広い台地のも北慨を区切る沢lと面した平垣部である。北側

の沢との間は、比高差約15回、斜度約40度の急斜面になっている。沢の北側の対岸の台地

上は十二林遺跡、である。

台地上の平坦部には東西l乙市道が通り、その南側は、すでに地山面まで削平されている。

乙の市道の改良工事の際に掘り上げられた土が、市道lζ沿って、遺跡内lζ、高さ約1.5m、

上端のi幅約2m、下部の幅約7mの土手状に積み上げられている。

現況は瀧木及び背の高い雑草が生い茂る薮である。その中のいたる所に、杉及び雑木を

伐採した後の径20----40cmの'切り株が残っている。

7. 範囲@持代@性格

台地上及び斜面に幅 1mのトレンチを 5カ所(計141m)設定し、試掘を行った。また，

より福側は9カ所の坪掘りを行った。その結果、台地縁辺部から土師器破片が少量

出土し、台地上の平坦部で土坑3墓、焼土 1カ所を検出した。

以上の結果から本遺跡、は平安時代の遺構、遺物が包蔵される遺跡、である。

8. 土居

地山(掲色粘土)の上を黒ボク土が平均50cmの!享さで覆っている。遺物は、黒ボク土

中から出土した。遺構は地山上面で確認される。
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一般国道7号改築工事(八竜・能代道路)

第16図 一般国道7号改築工事(八竜能代道路)内遺跡位置図
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十二林遺跡

第17~ 十ニ林遺跡工事毘域内遺跡範囲~
(⑧印遺物または遺構検出地点)
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第18思 苓了遺跡工事区域内遺跡範愚図

(⑨印遺構または遺物檎出地点)
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第19間 十ニ林遺跡出土遺物(縄文土器 9~器)

- 63-

10 



十二林遺跡
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第20額 十二林遺跡出土遺物(土蹄器@護憲器)
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+ニ体温跡
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十二林遺跡土層
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‘忌

+ニ林遺跡 遺構検出状況
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十ニ林遺跡遺織検出状況

十ニ林遺跡遺構検出状況

+ニ持遺跡

33 
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+ニ排遺跡
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十二綜遺跡遺構検出状況

4匡

十二本本遺跡遺物品土状況
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+ニ線車跡
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十二林遺跡 低地部分調査状況 {葡炉北)
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十二林遺跡低地部分遺物出土状況
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十二林遺跡低地部分遺物出土状況
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+ニ林遺跡 出土遺物 (土師事量・須恵器}

. 

十二林週跡
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版
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+ニ林遺跡 出土遺物 (銭湯・ヲイ ゴの羽ロ・陶器}
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石T遺跡
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石T遺跡遺構検出状況
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右Til跡遺構検出状況

石了遺跡焼土検出状況
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7. 東北横断自動車道秋田線建設事業

下回遺跡 (No.10)

1. 所在地 平鹿郡大森町板井田字下回 7他

2. 工事区域内遺跡面積 18，400nf 

3扇調査期間 昭和61年11月4日--11月17日

4. 範囲確認調査発掘茄積 1，650nf 

5‘調査担当者 熊谷太郎、谷地薫、児玉準

6. 遺跡の立地と現況

遺跡は西方の出羽山地から連続してのびる標高30m--50mの丘陵上にある。この丘陵の

北東部及び西部には小さな沢が入り、それらに画されて南西から北東に張り出す2つの馬

の背状の台地が形成されており、その台地上及び斜面に遺物・遺構が包蔵されている。北

東部の沢は平鹿郡と大曲市の境界で、乙の沢をはさんだ北側(大曲市側)の丘陵には、下

田谷地遺跡がある。

現況は、畑地、りんご及び栗の疎林、かなり密lζ植林された杉林である。水田に面した

丘陵の先端部は宅地及び工場用地造成で詰Ij平されている口

7. 範関・時代・性格

計画路線の中心線にほぼ直交するトレンチを10m間編で計19本設定し試掘を行った。

中心杭番号STA200+切にほぼ直交するトレンチでは、南東iζ45mの地点で土師器を伴う

竪穴住居跡が1軒検出された口周囲からは土師器原 e警の破片が多量に出土した口土師器

は、乙の竪穴住居跡の周辺及び南東側の台地上から出土した。台地上及び斜面では、土師

器の他花、縄文土器、石器が出土した。縄文土器は後期~晩期のものである。石器は石橋、

石匙、磨製石斧、掻器の他、多くの景IJ片が出土した。

以 tの結果から、下回遺跡は縄文時代後期~晩期の遺物散布地及び平安時代集落の複合

遺跡であると推察される。縄文時代の遺構は確認できなかったが、土坑等の存在の可能性

も考えられる口

8. 土層

台地上は表土がかなり首IJ平されており、 20--30cmの黒褐色土のみで、ある。斜面の下の方

になるにつれてこの黒褐色土は厚くなり、中心杭番号STA201+00付近で、は約50cm、さら

に、北東側の沢地形のところでは70--80cmになる。このような黒褐色土の厚いところでは、

部分的にその中にレンズ状にはさまれて、黒色土が堆積しているところもある口
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X二二トブ

5 

8 

第23図 下田遺跡出土遺物(土部器 e護憲器)
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下回遺跡

亡コ
第24図 下田遺跡出こと遺物(縄文土器@石器)
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下回車跡
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下回遺跡 土晴
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下回遺跡 出土遺物 (土師告書・ll{恵器}
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下回遺跡出土遺物 {縄文土器)

. 

下回遺跡出土遺物 {石器)
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8. 一般国道7号改築工事(ニツ井バイパス)

りゅうげさわたであと

竜毛沢館跡

1. 所在地

2. 工事区域内遺跡面積

3. 調査期間

4. 範囲確認調査発掘面積

5. 調査担当者

6. 遺跡の立地と現況

米代川は鷹巣盆地を西lと流れ、二ツ井町に入ると乙ろで大きく蛇行し、仁鮒で再び蛇行

山本郡二ツ井町切石字竜毛沢164番地他

12.000nf 

昭和61年12月8日，._，12月13日

370nf 

富樫泰時、庄内昭男

して流路を北西に変える。遺跡はその北西K流れる米代J11の左岸、標高50mの珂岸段丘上

にある。遺跡の北側iζ国道7号が米代川に沿うように走っている。

竜毛沢館跡は『秋田県の中世城館』によると北lζ流れる小さい沢(現在は水田)を挟ん

で東西i乙存在している。今回の調査対象になったのはそのうち西側の館跡で、その中でも

北東端である。

現在、台地の上は畑地、荒地、雑木林、山林となっている。

7. 範国・時代・性格

台地上のバイパス予定地内に任意にトレンチを31本設定し、予定地内の遺構・遺物の出

土状況、土層等の観察を行った。まず地上には 2本の中世城舘の空濠がある。 1本は、

南iζ舌状lζ突出した台地を切っているもので、他の lつは予定地iζ接した西側に南北に走

る空濠である。発掘調査の結果、縄文時代中期末から後期初頭のものと号、われる遺構@遺

物が台地全域で確認された。遺物は台地の北西側から多く出土した。 ζの付近に土器捨て

場のある可能性がある。{也i乙遺構として竪穴住居跡と思われるもの、土坑、焼土遺構など

があった。乙れらの遺構も中期末から後期初頭の頃のものと推測される口また予定地の西

側中央部から東側に走る溝(上幅1.5m前後、深さ0.8m)を確認した。ど乙まで東側l乙延

びているかは不明。出土遺物は縄文時代前期前半の羽状縄文の土器、中期、後期初頭の土

器片、時期不明の鉄製品(カスガイ?)がある。土地所有者桜田永太郎氏の話Kよれば

昭和27、28年頃畑地にした時、多くの遺物、焼士，などが出土し、その主なものは北側の傾

斜地に捨てたとのこと。植林したのは昭和40年頃との由。

遺跡の広がりは図示した範囲(約12，000nf)で、縄文時代前期、中期、後期初頭、古代、中世

と何回かにわたって活用された遺跡、であるが、今回の調査の結果から、遺構、遺物は少ない

り
んno 



一般国道7号改築工事(二ツ井バイパス)

ものと推測される口

8. 土層

台地 tは平坦で、どこも同じような地層であった口すなわち、

(20cm前後)で、ロームに達する口

(20cm)、次i乙褐色

第25図 一般毘道 7号改築工事(ニツ井バイパス)内遺跡{立憲毘
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竜毛沢館跡
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篭毛沢鎗跡遠景(北西砂南東〉

、

電毛沢館跡現況
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竜毛択舷跡
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竃毛沢館跡畏穴

竜毛沢館跡 土偶・土師器・須恵絡
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11毛沢館跡縄文土器 (5=1/2)
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竜毛沢館跡

竜毛沢館跡 石器・鉄器 (S=I/2)

竜毛沢館跡石llIl(S=1/4)
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